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【はじめに】今回我々は、Papineau法に開放砂糖療法
を併用して、良好な結果を得た2例を経験したので報
告する。
【症例1】　18歳男性：平成12年10月　　日バイク事
故にて左下腿骨折受傷。他医にて髄内釘固定された後
Compartment症候群にて減張切開施行。植皮術施行す
るも、平成13年8月丁丁肛多閉し骨髄炎と診断。各種治
療法行なうも再燃あるため、平成14年12月14日当
院受診となった。起炎菌は、St．　aureusであった。
【症例2】　44歳男性。小学生の時期に左下腿の外傷歴
があり、その後骨髄炎にて数回の入院歴がある。退院
後も寛解と再燃を繰り返していた。今回軽微な外傷を
契機に学部口多罪し、骨露出を認めたため近医受診、当
院紹介され平成15年12月　日当院入院となった。起
炎菌は、P．　aeruginosaであった。
　治療は2例ともPapineau法に準じて病巣部切除を
施行し、肉芽期に連日強酸性水を用いて創洗浄を行
い、創部にグラニュー糖を充填した。海綿骨充填後の
癩痕形成期にも同様の処置を行った。抗生剤の全身投
与に加え、高気圧酸素療法を併用した。2例とも感染の
再燃なく経過良好である。
【考察】　砂糖の持つ創傷治癒促進効果に関しては、白
糖・ポピドンヨード配合軟膏が広く普及しており、一
定の評価を得ている。一方、ポピドンヨードの組織障
害作用が批判の対象となっている。開放砂糖療法は簡
便でコストパフォーマンスが高いため、我々は術後深
部感染症などの治療に用いてきた。Papineau法は
1960年に報告されて以来、脛骨を代表とする表層に近
い骨髄炎の治療として確立してきた。しかし、肉芽増
殖までに長期の治療期間を要するなど欠点も少なく
ない。我々は、両者を併用することで感染の制御と肉
芽増殖促進の両者が期待できると考えたが、本法は骨
髄炎の局所に対する治療法として有用と思われた。
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【目的】今回我々は、骨腫瘍において手術を行い骨欠
損部に骨補填材料を使用し良好な成績を得たので報
告する。
【対象】対象は骨腫瘍12例で、男性6例、女性6例。
平均年齢18．9歳（6歳～62歳）である。腫瘍の局在部
は手指骨2例、上腕骨3例、大腿骨遠位部1例、踵骨
5例、足指骨1例である。
【方法】全例手術を行い、手術方法は、腫瘍部を切除、
掻爬し骨欠損部に骨補填材料を充填させた。補填材料
はβ一TCP　7例、リン酸カルシウム骨セメント（以下
CPC）5例である。検討項目は疹痛の有無、画像（単純
Xp、　CT）による補填材料の骨への置換の程度を比較
検討した。
【結果】病理組織は骨嚢腫6例、内軟骨腫3例、動脈
瘤様骨嚢腫，骨巨細胞腫繊維性骨異形成がそれぞれ1
例であった。動脈瘤様骨嚢腫の1例に再発を認め再手
術を要したが、その他は疹痛も消失し、再発も認めな
い。X線学的には、β一TCP、　CPCともに術後、周囲の
骨との境界は不鮮明となった。
【考察】比較的大きな欠損部への充填にはHAがそ
の操作性から有用であると考えられるが、大きな開窓
が必要であり、その点CPCは病巣部の壁が保たれて
いればシリンジなどを用いて充分に注入でき，また多
彩な欠損部の形状に適合する点でCPCは有用であ
る。症例は比較的若年層が多く、骨置換の状態も良好
なことからβ一TCP、　CPCはともに自家骨に替わり十
分な骨補填材料として使用できる。しかし長期経過の
検討はまだなされておらず、特に、長期生体内に残存
した際の安全性、骨伝導能、骨置換などのさらなる検
討が必要であると思われる。
【結語】骨腫瘍の12例に病巣部掻爬後β一TCP、また
はCPCの充填法を行い現在のところ再発もなく全例
良好な臨床経過をたどっている。上肢はもとより下肢
荷重部での骨親和性も良好でありβ一TCP、　CPCは自
家骨に替わり十分な骨補填材料として使用できると
考えられた。
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